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補
正
予
算

【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
】

◎
一
般
会
計
（
第
２
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
農
業
振
興
基
金
積
立
金

�

３
２
９
９
万
円

・
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接

種
業
務
委
託
料

�

76
万
円

・
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
モ
ニ
タ
（
す

こ
や
か
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

�

76
万
円

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
サ

ポ
ー
ト
業
務
委
託
料

�

１
７
６
万
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
業
務

委
託
料�

４
２
６
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

�

４
０
５
４
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

�

35
億
７
０
４
万
円

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
健
康
ま
つ
り
運
営
業
務
委
託

料�

95
万
円

・
特
定
健
診
等
受
診
促
進
事
業

報
奨
費

�

19
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

�

83
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

�

６
億
８
１
８
３
万
円

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

　

歳
出
補
正
の
内
容

・
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
手

数
料

�

40
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

�

40
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

�

３
億
９
０
４
０
万
円

条
例
制
定

◎
新
篠
津
村
移
住
支
援
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

本
村
の
移
住
・
定
住
政
策
を

推
進
し
、
移
住
希
望
者
へ
の
関

心
を
誘
引
し
て
、
本
村
へ
の
定

住
を
目
的
に
転
入
し
た
者
に
対

し
支
援
を
行
う
た
め
、
本
条
例

を
制
定
す
る
。

条
例
改
正

◎
新
篠
津
村
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

一
般
議
案

◎
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

◎
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
◎
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
書

　

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
書
が
４
件
あ
り
、行
政
常
任
委

員
会
に
付
託
の
上
審
議
し
た
結

果
、陳
情
書
は
１
件
が
採
択
、３

件
が
趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
採
択
さ
れ
た
陳
情
書

に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第

99
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
政
府

関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出
し

て
い
ま
す
。

令
和
元
年

第
２
回

定
例
会

　

令
和
元
年
第
２
回
村
議
会

定
例
会
が
、
６
月
17
日
か
ら

21
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期

を
も
っ
て
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
村
政
及
び
教
育

行
政
執
行
方
針
の
あ
と
、
補

正
予
算
や
条
例
の
制
定
な
ど

８
件
を
審
議
し
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

行
政
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
陳
情
書
４
件
を
審
議

し
、
最
終
日
に
そ
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
意

見
書
案
１
件
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

イベントなどで活躍中の地域お
こし協力隊の中木さん。来年度
新たな隊員を募集予定

件　　　　名 提　出　者 結果
教職員の超勤・多忙化解消、義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の
１への復元、「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障に
向けた陳情書

北海道教職員組合石狩支部
新篠津支会
　会長　光　野　明　彦

趣旨採択

人口減少に歯止めをかけ、若者が地元でくらせる！「全国一律最低賃金制
度」の創設を求める陳情書

札幌地区労働組合総連合
　議長　赤　坂　正　信 趣旨採択

介護従事者の全国を適用地域とした特定最賃の新設を求める陳情書 北海道医療労働組合連合会
　執行委員長　鈴　木　　緑 趣旨採択

看護師の全国を適用地域とした特定最賃の新設を求める陳情書 北海道医療労働組合連合会
　執行委員長　鈴　木　　緑 採　　択
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村政のここが聞きたい
一般
質問

～３人の議員から７項目を問う～

　令和元年第２回村議会定例会が６月17日から21日の５日間の日程で開催され、
議会最終日に３人の議員が石塚村長に質問し答弁を求めました。

１　大塚　裕樹　議員
①民生委員への処遇改善について
②村営住宅の管理運営について
③農業用ドローン免許助成について

２　高橋　隆光　議員
①公の施設に関わる指定管理について

３　南部　隆志　議員
①野火について
②「子育て支援法」について
③村議会議員選挙等の投票率向上について
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○
大
塚
議
員
　
質
問

　

民
生
委
員
は
特
定
の
区
域
を

担
当
し
、
高
齢
者
や
障
害
が
あ

る
方
、
子
育
て
中
の
方
な
ど
に

対
し
、
日
頃
か
ら
様
々
な
相

談
・
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
村
に
は
８
名
の
民
生

委
員
と
２
名
の
主
任
児
童
委
員

の
方
々
が
活
躍
さ
れ
、
昨
年
の

災
害
時
の
停
電
中
に
は
、
独
居

老
人
へ
の
支
援
な
ど
に
も
あ
た

っ
た
。

　

し
か
し
近
年
、
村
で
は
な
り

手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、

高
齢
化
な
ど
も
あ
っ
て
、
活
動

で
き
る
方
も
激
減
し
て
い
る
。

　

今
後
、
人
口
減
少
も
あ
る
の

で
、
定
数
の
見
直
し
と
同
時
に

処
遇
改
善
や
、
報
償
費
の
支
給

な
ど
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

○
石
塚
村
長
　
答
弁

　

民
生
委
員
の
定
数
は
町
村
の

場
合
、
70
か
ら
２
０
０
ま
で
の

世
帯
ご
と
に
民
生
委
員
１
人
、

主
任
児
童
委
員
が
、
民
生
委
員

協
議
会
規
模
39
人
以
下
で
２
人

の
配
置
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
村
の
現
状
は
、
８
区
域
と

も
70
世
帯
以
上
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
う
ち
２
区
域
で
２
０

０
世
帯
を
超
え
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
、
人
口
減
少
化
が

進
む
と
、
70
世
帯
以
下
と
な
る

区
域
も
出
て
く
る
と
思
う
の
で
、

改
選
期
ご
と
に
各
区
域
の
世
帯

数
の
推
移
を
見
な
が
ら
、
区
域

の
設
定
見
直
し
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

処
遇
改
善
や
報
償
費
に
つ
い

て
は
、
道
負
担
金
を
活
用
し
、

年
間
１
人
５
万
９
千
円
の
活
動

費
を
支
給
す
る
な
ど
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
、
そ

の
活
動
に
見
合
う
処
遇
改
善
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
大
塚
議
員
　
質
問

　

村
に
は
、
28
棟
１
０
０
戸
の

村
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
西
団

地
も
既
に
築
25
年
以
上
の
建
物

も
あ
り
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
退
去
す
る
方
と

転
入
す
る
方
が
春
に
集
中
し
、

度
々
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

人
口
対
策
で
も
あ
る
の
で
、

転
入
し
て
く
る
方
に
気
持
ち
よ

く
住
ん
で
頂
く
た
め
に
も
、
今

ま
で
以
上
の
改
善
が
求
め
ら
れ

る
。

　

こ
の
村
に
、
移
り
住
む
住
民

へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
欠
く
よ
う
な

事
に
な
れ
ば
、
人
口
対
策
と
し

て
、
い
く
ら
施
策
を
打
っ
て
も

本
末
転
倒
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。

　

今
後
は
、
書
面
や
部
屋
の
写

真
な
ど
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
、

し
っ
か
り
と
し
た
対
応
が
必
要

で
は
な
い
か
。

○
石
塚
村
長
　
答
弁

　

住
宅
の
入
居
申
し
込
み
は
、

事
前
に
申
込
者
本
人
か
ら
申
込

事
由
、
家
族
構
成
、
収
入
状
況

を
聞
き
取
り
、
そ
の
後
、
入
居

者
選
考
委
員
会
に
お
い
て
決
定

し
入
居
と
な
る
。

　

入
居
者
の
事
情
も
そ
れ
ぞ
れ

で
あ
り
、
一
様
に
基
準
に
当
て

は
め
る
こ
と
が
入
居
者
に
と
っ

て
利
益
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ

る
の
で
、
柔
軟
な
対
応
も
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　

事
情
が
あ
っ
て
早
期
の
入
居

を
希
望
さ
れ
た
場
合
で
も
、
ス

ム
ー
ズ
に
入
居
で
き
る
よ
う
対

応
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
前

の
入
居
者
が
退
去
し
て
か
ら
次

の
入
居
ま
で
の
期
間
が
短
い
場

合
は
、
と
り
あ
え
ず
入
居
し
て

頂
き
、
事
後
の
修
繕
と
な
る
場

合
も
あ
る
。

　

今
後
は
、
入
居
者
に
申
込
時

と
入
居
前
に
十
分
な
説
明
を
行

い
、
日
々
の
管
理
運
営
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

一般
質問
大塚裕樹 議員

なり手不足の民生委員の

　　　　定数の見直しは

世帯数の推移を

　　　見極め検討

公営住宅の入退去時に

　　きめ細やかな対応を

入居者への柔軟な対応と

　　　　説明を心掛ける

築28年の村営住宅を、
適時修繕しながら活用している。
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○
大
塚
議
員
　
質
問

　

国
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推

進
し
、
そ
の
中
で
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
農
薬
散
布
の
完
全
自
動
運

転
が
許
可
さ
れ
、
ま
す
ま
す
ド

ロ
ー
ン
で
の
農
薬
散
布
が
実
用

化
し
て
く
る
。

　

し
か
し
、
ド
ロ
ー
ン
操
縦
免

許
の
取
得
に
は
22
万
円
以
上
の

料
金
が
掛
か
り
、
本
体
も
完
全

自
動
化
は
３
０
０
万
円
以
上
し
、

ま
た
定
期
点
検
代
な
ど
年
間
30

万
円
以
上
の
コ
ス
ト
が
掛
か
る
。

　

村
の
農
業
は
家
族
経
営
を
中

心
に
ス
マ
ー
ト
農
業
を
進
め
て
、

今
ま
で
以
上
の
コ
ス
ト
削
減
が

必
要
だ
と
、
村
長
も
認
識
し
て

い
る
と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら
村

と
し
て
支
援
を
検
討
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

○
石
塚
村
長
　
答
弁

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活

用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
践

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
免
許
取
得

費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
農
業

者
が
先
行
し
機
器
を
購
入
し
実

践
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
国

や
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
ス
ピ

ー
ド
に
追
い
付
け
て
い
な
い
。

　

今
後
は
、
国
や
道
の
推
進
施

策
を
踏
ま
え
、
本
村
に
お
け
る

ス
マ
ー
ト
農
業
を
ど
う
位
置
付

け
し
な
が
ら
普
及
し
て
い
く
か
、

農
協
や
関
係
機
関
と
協
議
を
行

い
、
総
合
的
な
支
援
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

農業用ドローンへ

　支援などの検討は

関係機関と協議し

　総合的な支援の検討

新高倉自治会の高橋一志さんらが
共同利用している農業用ドローン

○
高
橋
隆
光
議
員
　
質
問

　

村
で
は
条
例
を
制
定
し
、「
公

の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
指

定
管
理
者
へ
の
手
続
等
に
関
し

必
要
な
事
項
」
を
定
め
て
い
る
。

　

そ
の
公
の
設
置
で
あ
る
「
ニ

ュ
ー
し
の
つ
ゴ
ル
フ
場
」や「
た

っ
ぷ
の
湯
」
の
創
設
目
的
は
、

雇
用
の
場
を
創
り
人
口
増
を
図

り
な
が
ら
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
推
進

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

初
め
て
の
指
定
管
理
が
行
わ

れ
て
数
年
経
過
し
た
が
、
そ
の

指
定
管
理
の
前
と
後
で
、
そ
の

施
設
に
関
わ
る
村
民
の
雇
用
状

況
が
ど
う
変
化
し
た
の
か
。

　

そ
し
て
指
定
管
理
後
、
や
む

を
得
ず
退
職
し
た
り
、
他
の
職

場
に
転
職
し
た
り
し
た
村
民
の

そ
の
後
の
就
職
先
や
心
情
を
把

握
し
、
雇
用
の
場
を
創
設
す
る

な
ど
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
、

何
か
新
し
い
施
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

　

ま
た
、
村
が
負
担
し
て
い
る

指
定
管
理
先
へ
の
修
繕
料
が
、

こ
の
数
年
で
３
千
万
円
を
超
え

て
い
る
。

　

今
後
も
、
施
設
の
老
朽
化
に

伴
い
、
修
繕
料
が
増
加
す
る
と

推
測
さ
れ
る
が
、
施
設
の
売
却

等
も
視
野
に
入
れ
、
令
和
３
年

の
契
約
更
新
時
に
は
そ
の
結
論

を
出
す
の
か
、
指
定
管
理
先
に

修
繕
料
の
負
担
を
負
わ
せ
る
の

か
な
ど
の
協
議
も
必
要
で
は
な

い
か
。

○
石
塚
村
長
　
答
弁

　

指
定
管
理
者
制
度
の
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
は
直
営
で
は
難
し
い
、

利
用
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と

地
域
貢
献
、
い
わ
ゆ
る
雇
用
の

創
出
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

し
か
し
、
第
三
セ
ク
タ
ー
時

に
は
、
両
公
社
併
せ
て
約
90
人

の
雇
用
が
あ
り
、
う
ち
、
村
内

雇
用
者
は
約
６
割
の
55
人
が
雇

用
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
、

約
45
人
の
雇
用
で
、
村
内
雇
用

者
は
10
人
程
度
で
あ
る
。

　

指
定
管
理
の
変
更
で
、
退
職

し
た
方
の
就
職
先
や
心
情
は
把

握
で
き
て
は
い
な
い
が
、
こ
う

い
っ
た
方
が
再
度
、
村
で
就
職

で
き
る
雇
用
の
場
の
提
供
は
、

人
口
減
少
対
策
と
相
ま
っ
て
、

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　

指
定
管
理
者
に
は
、
今
後
に

お
い
て
も
村
内
雇
用
者
の
優
先

的
な
確
保
や
、
福
祉
施
設
の
利

用
者
な
ど
の
雇
用
も
含
め
て
、

協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
修
繕
料
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
と
十
分
協
議
し
小

破
修
理
的
な
も
の
は
、
指
定
管

理
者
で
修
繕
す
る
よ
う
協
議
し

て
い
く
。

　

ゴ
ル
フ
場
や
温
泉
は
、
村
の

憩
い
の
場
、
観
光
の
拠
点
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
た
貴
重
な
施

設
な
の
で
、
今
後
の
指
定
管
理

の
更
新
や
売
却
に
つ
い
て
な
ど
、

村
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
す
る

の
が
良
い
の
か
、
議
員
各
位
と

も
慎
重
に
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

一般
質問
高橋隆光 議員

指定管理先の雇用対策

と修繕料の増加対策は

指定管理者と

　十分な協議を進める
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○
南
部
議
員
　
質
問

　

今
年
５
月
に
３
つ
の
野
火
が

連
続
で
発
生
し
、
こ
こ
数
年
同

じ
場
所
や
そ
の
近
く
で
発
生
し

て
い
る
み
た
い
だ
。

　

原
因
は
、
特
定
さ
れ
て
い
な

い
が
、
自
然
発
火
に
よ
る
も
の

で
は
な
く
、
た
ば
こ
等
に
伴
う

人
為
的
な
原
因
だ
と
す
れ
ば
、

立
ち
入
り
規
制
に
よ
る
同
じ
場

所
で
の
出
火
対
策
な
ど
が
必
要

と
考
え
る
。

　

今
後
、
関
係
者
各
位
と
野
火

に
対
す
る
防
災
対
策
の
具
体
的

な
検
討
を
行
い
、
一
歩
進
ん
だ

対
応
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

○
石
塚
村
長
　
答
弁

　

野
火
火
災
の
出
火
原
因
は
、

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
、
放
火
、

自
然
発
火
が
想
定
さ
れ
る
が
、

い
ず
れ
の
火
災
も
特
定
は
難
し

い
状
況
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

予
防
活
動
は
乾
燥
時
期
に
入

る
４
月
下
旬
よ
り
、
の
ぼ
り
の

設
置
や
毎
朝
村
内
の
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、

広
報
誌
や
防
災
無
線
で
注
意
喚

起
を
促
が
し
、
村
内
一
円
の
巡

回
を
行
い
、
山
菜
取
り
等
の

方
々
に
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。

　

想
定
さ
れ
る
発
火
原
因
は
山

菜
取
り
客
や
車
中
か
ら
の
ポ
イ

捨
て
な
ど
、
た
ば
こ
に
よ
る
引

火
が
大
き
な
要
因
と
思
わ
れ
る

が
、
ま
ず
は
、
来
訪
者
が
マ
ナ

ー
と
モ
ラ
ル
を
遵
守
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
、
巡
回
や

広
報
、
防
災
無
線
で
の
注
意

喚
起
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

村
・
警
察
・
消
防
が
連
携
し
て
、

野
火
の
撲
滅
を
目
指
し
検
討
を

行
い
た
い
。

○
南
部
議
員
　
質
問

　

国
会
に
お
い
て
「
子
育
て
支

援
法
」
が
改
正
さ
れ
、
10
月
施

行
と
決
定
し
た
。
対
象
者
は

「
小
学
校
入
学
前
の
０
歳
児
か

ら
５
歳
児
ま
で
」
で
、
０
歳
児

か
ら
２
歳
児
ま
で
は
、
住
民
税

が
非
課
税
世
帯
に
支
援
し
、
３

歳
以
上
５
歳
ま
で
は
全
員
に
支

援
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
認
可
外
保
育
所
、

幼
稚
園
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応

が
異
な
り
、
繁
雑
な
業
務
が
予

想
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
対
応

は
ど
う
な
る
の
か
。

　

ま
た
、
村
の
児
童
養
育
助
成

な
ど
と
該
当
者
が
重
複
し
た
場

合
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
の

か
、
村
の
考
え
は
。

○
石
塚
村
長
　
答
弁

　

保
育
料
は
、
こ
れ
ま
で
国
、

道
の
施
策
が
段
階
的
に
導
入
さ

れ
て
き
た
た
め
、
既
に
低
所
得

世
帯
や
多
子
世
帯
等
が
一
部
無

償
化
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
、
新
た
な
保
育
料
・
副

食
費
に
係
る
多
子
減
免
制
度
等

の
導
入
に
伴
い
、
対
象
者
や
保

育
料
・
副
食
費
の
計
算
が
非
常

に
複
雑
と
な
る
た
め
、
新
た
な

電
算
シ
ス
テ
ム
の
導
入
も
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
後
、
関
係
規
則
の
改
正
や

補
正
予
算
の
提
案
等
を
行
い
な

が
ら
、
広
報
誌
や
通
知
文
等
に

よ
り
、
保
護
者
へ
お
知
ら
せ
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
村
独
自
の
「
児
童
養

育
助
成
」
や
「
子
ど
も
健
や
か

助
成
」
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

世
代
を
支
援
し
て
い
く
た
め
の

有
効
な
施
策
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

一般
質問
南部隆志 議員

近年、多発する

野火への具体的な対策は

村・警察・消防が連携し

　　野火の撲滅を目指す

５月に発生した野火火災の消火活動

上空から見た野火火災現場

子育て支援法が

　施行されたあとの対応は

システムの導入を検討し

　児童養育助成などは継続
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○
南
部
議
員
　
質
問

　

本
年
４
月
に
、
村
に
と
っ
て

16
年
ぶ
り
と
な
る
村
議
会
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
た
。

　

前
回
２
０
０
３
年
の
投
票
率

は
87
・
02
％
、
今
回
２
０
１
９

年
の
投
票
率
は
80
・
08
％
で
、

６
・
94
％
減
少
で
し
た
。
前
回

と
今
回
の
選
挙
で
の
大
き
な
違

い
は
、
選
挙
権
が
18
歳
以
上
で

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

選
挙
権
を
有
す
る
若
年
層
が

増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
若
者

の
選
挙
離
れ
が
投
票
率
低
下
の

原
因
の
一
つ
で
あ
る
よ
う
だ
が
、

学
業
な
ど
で
住
民
票
を
異
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
も

あ
り
、
そ
の
こ
と
も
関
連
し
て

い
る
と
思
う
。

　

村
で
は
現
在
、
年
代
別
の
投

票
率
の
集
計
を
行
っ
て
い
な
い

が
、
７
月
に
は
参
議
院
議
員
選

挙
も
控
え
て
い
る
の
で
、
今
後

は
、
年
代
別
で
の
投
票
状
況
を

分
析
し
て
、
投
票
率
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

○
石
塚
村
長
　
答
弁

　

本
村
に
お
い
て
の
投
票
率
は
、

知
事
・
道
議
選
は
、
約
76
％
で
、

村
議
選
は
80
％
強
の
結
果
で
あ

っ
た
。
こ
の
投
票
率
は
全
国
的

に
投
票
率
が
減
少
し
て
い
る
中
、

比
較
的
投
票
率
が
高
く
、
政
治

に
関
心
の
あ
る
方
が
多
い
と
感

じ
て
い
る
。

　

年
代
別
の
投
票
率
に
つ
い
て

は
村
独
自
で
の
集
計
は
行
っ
て

な
い
が
、
総
務
省
の
調
査
で
は
、

10
代
、
20
代
、
30
代
の
投
票
率

は
い
ず
れ
の
選
挙
で
も
他
の
年

代
と
比
べ
て
、
低
い
水
準
で
あ

り
、
本
村
に
お
い
て
も
同
様
の

状
況
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
村
で
は
、
投
票
率
向
上
の

た
め
に
可
能
な
限
り
の
選
挙
啓

発
を
選
挙
ご
と
に
実
施
し
、
広

報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
選

投票率向上に向けた

　　　　　取り組みは

選挙啓発事業を継続し

投票率向上へ努力する

挙
期
日
等
の
周
知
、
自
治
会
回

覧
を
利
用
し
た
周
知
、
防
災
行

政
無
線
を
利
用
し
た
選
挙
啓
発

を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
有
権
者
と

な
る
中
学
生
に
対
し
て
は
、
生

徒
会
選
挙
に
お
い
て
、
実
際
に

選
挙
で
使
用
し
て
い
る
投
票
箱

を
貸
し
出
し
、
少
し
で
も
選
挙

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
こ
の
様
な
選
挙
啓

発
事
業
を
継
続
し
な
が
ら
、
投

票
率
向
上
に
向
け
て
努
力
し
て

い
く
。第

２
回
臨
時
会

（
５
月
31
日
）

補
正
予
算

【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
】

◎
一
般
会
計
（
第
１
号
）

　

歳
出
補
正
の
内
容

・
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
基
金

積
立
金�

１
０
０
万
円

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補

助
金�

２
５
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

�

３
５
０
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

�

34
億
６
６
５
０
万
円

条
例
改
正

◎
新
篠
津
村
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

◎
新
篠
津
村
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て専

決
処
分

◎
新
篠
津
村
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
６
月
】

1
日	

小
学
校
運
動
会

5
日	

「
の
び
の
び
ぷ
ー
る
」
落

成
式

8
日	

中
学
校
体
育
祭

議

会

日

誌

10
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

11
日	

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会�

（
札
幌
市
）

17
日	

第
２
回
村
議
会
定
例
会

	

初
日�

（
～
21
日
）

	

行
政
常
任
委
員
会

21
日	

第
２
回
村
議
会
定
例
会
最

終
日

25
日	

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研

修
会�

（
札
幌
市
）

27
日	

消
防
団
訓
練
大
会

28
日	

石
狩
町
村
議
会
議
員
研
修

会�

（
当
別
町
）

【
７
月
】

6
日	

ふ
れ
あ
い
祭
り

8
日	

平
和
祈
念
戦
没
者
慰
霊
祭

9
日	

石
狩
管
内
町
村
行
政
懇
談

会�

（
札
幌
市
）

16
日	

議
員
協
議
会

	

老
人
ク
ラ
ブ
と
の
懇
談
会

19
日	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

	

商
工
会
夏
ま
つ
り

24
日	

老
人
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会

No.116　議会通信しんしのつ7

Shinshinotsu  Village  Assembly  InformationShinshinotsu  Village  Assembly  Information



　

今
年
は
、
春
か
ら
好
天
が
続
き
、

今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

雨
不
足
で
一
時
は
ど
う
な
る
か
と

心
配
し
ま
し
た
が
、
６
月
下
旬
よ

り
平
年
並
み
に
な
り
、
今
年
こ
そ

は
豊
穣
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
に
16
年
ぶ
り
の
村
議
会
議

員
選
挙
が
あ
り
８
名
の
議
会
議
員

が
当
選
し
現
在
、
有
権
者
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
こ
ら
か
ら
の
４
年
間
村
の
発

展
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
と
、

地
域
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
と
課

題
を
整
理
し
て
、
よ
り
住
み
良
い

村
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
今
ま
で

以
上
に
明
る
く
元
気
な
村
に
な
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

令
和
の
時
代
は
、
若
い
世
代
と

高
齢
者
が
協
働
し
て
活
躍
で
き
る

地
域
社
会
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
議
会
広
報
も
「
顔
が
見
え

る
議
会
か
ら
取
り
組
み
の
見
え
る

議
会
」
へ
進
化
さ
せ
、
新
た
な
時

代
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
行
き
た
い

と
委
員
長
と
し
て
決
意
し
て
お
り

ま
す
。

　

村
民
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
支

援
を
お
願
い
致
し
ま
し
て
、
議
会

通
信
の
更
な
る
充
実
に
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。

�

（
大
塚　

記
）

編

集

後

記

令和元年 第３回定例会
のお知らせ

９月４日(水)
� ～９月12日(木)予定

石狩町村議会議員研修会
　６月28日、当別町田西会館で石狩町村議
会議員研修会が開催され、本村と当別町の議
員及び事務局職員が参加しました。
　研修会では、札幌市まちづくり政策局政策
企画部の石田真樹広域連携担当課長を講師に
招き、「さっぽろ連携中枢都市圏について」
をテーマに講演して頂きました。

北海道町村議会議員研修会
　６月25日、札幌コンベンションセンター
で、北海道町村議会議員研修会が開催され、
全道から町村議員が参加しました。
　政治評論家の有馬晴海氏が「どうなる？今
後の日本政治」を、中央大学佐々木信夫名誉
教授が「地方は変わ
れるか ～議会はど
う変われるか、自治
体をどう変えるか
～」をテーマに講演
が行われました。

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　

７
月
３
日
に
「
の
び
の
び

ぷ
ー
る
」
が
オ
ー
プ
ン
し
て

初
め
て
の
水
泳
授
業
を
、
小

学
１
年
生
23
人
が
入
学
後
初

め
て
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
準
備
体
操
を

し
た
後
、「
気
持
ち
い
い
！
」

と
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
プ
ー

ル
に
入
り
、
水
中
で
ジ
ャ
ン

プ
し
た
り
、
水
を
掛
け
合
っ

た
り
し
て
楽
し
み
、
３
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
元
気

い
っ
ぱ
い
授
業
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

どなたでも傍聴できます。
皆さんのご来庁を
お待ちしております。
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会
議
村
津
篠
新
／
行
発

　

会
員
委
別
特
報
広
会
議
／
集
編

　
　

）
６
２
１
０
（☎

　
　
　

第
村
津
篠
新
郡
狩
石
道
海
北
／
所
住

北
線

地
番

　
　

７
５

１
１
１
２

信
通
会
議

つ
の
し
ん
し

　

 

（
令
和
元
年
８
月
１
日
発
行
）
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